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全産業活動指数

前期比 前年比 前期比 前年比 前期比 前年比 前期比 前年比 前期比 前年比
11 1-3月 ▲ 1.9 ▲ 0.5 ▲ 1.4 ▲ 0.1 ▲ 2.0 ▲ 2.5 0.2 ▲ 0.4 2.7 1.6

4-6月 ▲ 0.4 ▲ 1.7 0.0 ▲ 0.5 ▲ 4.0 ▲ 6.8 0.7 0.5 ▲ 7.2 ▲ 4.8
7-9月 2.0 ▲ 0.4 1.1 ▲ 0.1 4.3 ▲ 2.1 ▲ 0.1 0.5 3.8 ▲ 2.9

11 1月 ▲ 0.5 1.4 ▲ 0.1 1.1 0.0 4.6 0.0 ▲ 0.5 2.3 1.3
2月 0.9 2.0 0.8 2.0 1.8 2.9 0.2 ▲ 0.3 6.3 4.4
3月 ▲ 6.4 ▲ 4.5 ▲ 5.9 ▲ 3.1 ▲ 15.5 ▲ 13.1 ▲ 0.1 ▲ 0.3 ▲ 8.6 ▲ 1.1
4月 1.7 ▲ 4.0 2.7 ▲ 2.3 1.6 ▲ 13.6 ▲ 0.1 0.4 ▲ 5.7 ▲ 3.8
5月 2.0 ▲ 1.3 0.9 ▲ 0.2 6.2 ▲ 5.5 1.0 0.1 3.7 ▲ 6.0
6月 2.2 0.2 1.9 0.9 3.8 ▲ 1.7 0.3 1.1 ▲ 0.3 ▲ 4.5
7月 0.4 ▲ 0.8 ▲ 0.2 ▲ 0.2 0.4 ▲ 3.0 ▲ 0.6 1.2 0.8 ▲ 4.5
8月 ▲ 0.3 0.2 0.0 0.5 0.6 0.4 0.1 ▲ 0.2 1.8 ▲ 4.2
9月 ▲ 0.9 ▲ 0.8 ▲ 0.7 ▲ 0.4 ▲ 3.3 ▲ 3.3 ▲ 0.1 0.5 2.2 ▲ 0.3

(出所）経済産業省「全産業活動指数」

第３次産業活動指数 鉱工業生産指数 公務等活動指数 建設業活動指数

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ ９月の全産業活動指数は２ヶ月連続の低下 

９月の全産業活動指数は前月比▲0.9％と、ほぼコンセンサス（同：▲1.0％、レンジ：同▲1.3％～▲

0.5％）通りの結果となった。 

内訳別にみると、鉱工業生産指数(同▲0.60％ポイント)、 第３次産業活動指数（前月比寄与度▲0.47％

ポイント）、公務等活動指数（同▲0.01％ポイント）はマイナス寄与、建設業活動指数（同＋0.10％ポイン

ト）はプラスに寄与した。 

 震災からの回復局面が一巡、鉱工業生産指数が６ヶ月ぶりに前月比マイナスに転じたことを主因として、

９月の全産業活動指数は２ヶ月連続の低下となった。 

  

○ 鉱工業生産指数、第３次産業活動指数ともに低下 

９月の全産業活動指数について内訳別に見ると、鉱工業生産指数は前月比▲3.3％と６ヶ月ぶりに前月比

マイナスに転じた。サプライチェーンの復旧に伴う急回復が一巡したことや、ＩＴ関連財の在庫調整が続い

ていることなどを背景に、鉱工業生産指数の回復ペースには明確な鈍化が見られる。 

第３次産業活動指数は前月比▲0.7％となった。９月は生産や輸出の伸び悩みを背景に、卸売業や貨物運

送業など企業部門が２ヶ月ぶりの低下となったほか、家計部門についても節電関連商品や薄型テレビ販売の

反動減や、天候不順の影響を受けた小売業の低下等を背景に前月比マイナスとなった。 

 他方で、建設業活動指数は前月比＋2.2％と３ヶ月連続で上昇した。震災時に延期された建設工事が徐々

に再開され始めたことや、耐震補強工事の増加などが背景と見られる。10月末時点では、主要な建設鋼材で

あるＨ形鋼の在庫減少が続いており、国内での建設需要は上向きつつある。被災地での土木工事の需要もあ

って、建設業活動指数は今後も比較的底堅い推移が期待されよう。 

  

○ 需要項目別では消費が２ヶ月連続の低下、投資が２ヶ月ぶりの低下 

同日発表された全産業供給指数は前月比▲0.3％と低下した。需要項目別にみると、消費が同▲1.1％、投
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資が同▲2.0％、輸出が同＋1.7％、輸入が同▲4.6％となった。消費は、薄型テレビ販売の反動減や天候不

順の影響等を背景に２ヶ月連続の低下となっている。また投資については２ヶ月ぶりの低下となった。海外

経済の不透明感の強まりが、企業の投資マインドを冷やしている可能性がある。 

 

○ 足踏み状態となる見込み 

以上のように、９月の全産業活動指数は２ヶ月連続で低下した。４月から急ピッチでの回復が続いたもの

の、足元では頭打ち感がある。 

 今後の全産業活動指数を展望すると、海外経済の減速や円高による生産・輸出への悪影響が徐々に顕在化

することを背景に、鉱工業生産指数や第３次産業活動指数の企業部門（卸売業など）の回復は足踏み状態と

なる可能性が高い。またタイの洪水については、一部の工場では復旧の目処が立っており、生産活動が長期

に亘って停滞する懸念は和らぎつつある。ただし足元では自動車産業などが減産を余儀なくされており、10、

11 月の生産は押し下げられることとなろう。これらが重石となることで、今後の全産業活動指数は足踏み

状態となる公算が大きい。四半期ベースでも 10－12 月期の伸びは７－９月期に比して明確に鈍化すること

となろう。 

 全産業活動指数前年比寄与度分解
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（出所）　経済産業省「全産業活動指数」
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全産業活動指数（季調値）
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（出所）　経済産業省「全産業活動指数」

 

 

 
需要部門別指数の推移
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（出所）経済産業省「全産業供給指数」

 

 

  


